
 

 

 

 
 

 

 

 

平成30年度も残すところ、あと一月となりました。 

今月は、まさに、総まとめの月となります。 

 ４月になると、子どもたちはみんな一つ上の学年に進級します。 

そのためには、今の学年で学習することをきちっと理解し、使えるようにすること

が大切です。なぜかというと、これが、次の学年で学習する土台になるからです。土

台がぐらぐらしていると、次の学年で学習したことを積み上げようにもなかなか思う

ように積み上げることができません。だからこそ、今一度、何ができて、何ができて

いないか、課題をはっきりさせ、残り１ヶ月その残っている課題を解消するためしっ

かり取り組んでほしいと思います。 

 一つ上の自分になることは、成長であり、喜びであります。どの子も、自分の成長

を感じ、自信をもって進級できるよう総まとめに全力でとりくんでいきたいと思いま

す。ご家庭でも、がんばる子どもたちを「すごいな。がんばってるやん！」と、ほ

め、支えてあげてください。よろしくお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊岡市立弘道小学校 学校だより  

平 成 31 年 ３ 月 １ 日

No.７２ 

もうすぐ１年生！（小学校体験入学）  —保幼小交流— 
 
２月 27 日（水）、来年度入学予定の保育所・幼稚園の子たちが小学校を訪問してくれました。 

 １年生と 1年教室で、早口言葉、迷路、1年生が作った学校カルタをし、一緒に勉強しました。

そして、体育館でジャンケン列車をして遊びました。 

また、入学してきたとき１年生と６年生の関係になる今の５年生の子たちが、迷路のような学校

の中を、手をつなぎながら案内してまわりました。 

 ４月９日。元気に弘道の坂道あがってきてね。待っていま～す！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラル学習を実施しました！ 

２月 28 日（木）、全校生に情報モラル学習（スマホ・携帯安全教室）を実施しました。 

インターネット、スマートフォンは、私たちのくらしから切り離せない物になってきています。

便利なものではありますが、使い方を誤るとおそろしい犯罪に巻き込まれるという影の部分があり

ます。それを理解して上手に利用していくことが大切だと考えています。 

 学習会では、低学年（１～３年）と高学年（４～６年）の２つにわかれて教室をしていただき、

子どもたちにわかりやすくお話をしていただきました。大切なことは家庭でルールを決めることで

す。悲しい思いをしないでいいように、お子さんとしっかりルールを作ってください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2 日（土）ブラスバンドお別れ会 

■ 4 日（月）委員会活動 

■ 5 日（火）児童集会、定時退勤日 

■  7 日（木）６年生主催「ありがとうの会」 

■ 8 日（金）８の日検査 

６年生を送る会、弁当の日 

       ＰＴＡ広報部会 

■ 11 日（月）生活定着週間・ 週間 

東日本大震災メモリアル 

■ 12 日（火）定時退勤日 

■ 14 日（木）集金日、ブラスバンド総会 

■ 15 日（金）集金日、安全点検日 

 

■ 18 日（月）分区児童会、大そうじ 

       ８の日検査 

■ 19 日（火）３校時授業、給食最終日 

        式場準備（５年生のみ） 

         定時退勤日   

■ 20 日（水）卒業式 

■ 21 日（木）春分の日（祝日） 

■ 22 日（金）修了式、一斉下校 

 

３月の主な行事 

《春休み》 

 ３月２３日（土）～ ４月７日（日） 

◆４月 ８日（月） 平成３１年度始業式 

◆４月 ９日（火） 平成３１年度入学式 

 
 ２月 19 日（火）ＰＴＡ文化部主催の教育講演会が開催されました。 

 講師は井坂 智博氏で、誰もが暮らしやすい社会にしていくためにどうしたらよいかを、５・６年

の子どもたちがハンディのある人と一緒に考えました。 

 テーマは、「目の不自由な人でも使いやすいバンドエイドを考えよう！」というもので、最初に目

をつむった状態でバンドエイドを指に巻きます。周りの人たちは、その人がどこに困っているか観

察します。 

 ここからが学習です。みんなでどんな商品をつくったらよいか、意見を出し合っていきます。 

 子どもたちの発想の柔軟さ、目のつけどころのするどさを講師の先生も感心されていました。 

 

 必要なことは、障害のある人も、ほんの少しの溝をうめる 

ことで、健常者と同じように活動することができる。その少 

しの溝をうめるのは、私たちの心だと言うことを教えていた 

だきました。 

 誰にとっても暮らしやすい社会は、誰もが幸せにくらして 

いける社会なはずです。これからも、インクルーシブを視点 

に置きながら考えていきたいものです。 

 

見守り隊の方々への「感謝の会」を開催しました！  
                     

２月 26 日（火）に、いつも登下校で安全を見守っていただいて 

いる見守り隊の方々におこしいただき、感謝の会をもちました。 

 

暑い日も、寒い日も、風の強い日も、雨の日も・・・。いつも、 

いつも子どもたちを元気に送り出していただき、また、笑顔で迎 

えていただき、本当に感謝、感謝です。ありがとうございます。 

今年も、児童会が中心となって感謝の会を企画してくれました。 

当日は、４名の方が来校してくださり、お礼のことばとお礼の 

お手紙をお渡ししました。もちろん、今回来ていただけなかった 

方にも、子どもたちがご自宅を訪問し、お礼の気持ちをお伝えし 

ました。 

本当にありがとうございました。 

今後とも、ご無理のない範囲で結構です。子どもたちをよろしくお願いいたします。  


